
情報発信 
広く知らせる 深く知ってもらう 一緒に考える 

自主防災組織向けの 
「災害ごみハンドブック」 

※令和 6 年 12 月 10 日時点自治体ホームページ掲載情報 

総社市では平成 30年7月豪雨災害を経験し、災害ごみに対する初動の重要性を感じたことから、災害ごみハ
ンドブックを作成し、周知することになりました。

小学校区ごとに組織される地域づくり協議会の役員など
が参加する「自主防災組織を対象とした説明会」におい
て、災害廃棄物処理について説明しています。説明会で希
望した組織には、「災害ごみハンドブック」を配布し、災
害廃棄物の地域集積所の選定など、自主防災組織において
特に知っておいてほしいことを周知しています。 

災害ごみハンドブックは現在市の  
ホームページ上にも掲載しています。 

総社市災害ごみハンドブック（A4 サイズ三つ折り） 
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自治体の 災害廃棄物の処理や分別について住民の理解が進むように、周知は継続していく必要
があると考えています。 

声 

取組内容 

取組むことになったきっかけ 

岡山県総社市 
● 人口※ 69,684 人 
● 自治会加入率 61.9％
● 実施時期 令和 4 年度 


